二〇一〇年度　東海大学付属浦安高等学校　放送部　主催

放送部　クリスマス練習会　アナウンス課題
子どもたちに身近な自然に関心を持ってもらおうと東京湾に棲息している海藻の観察会が千葉県浦安市で開かれました。

　この観察会は浦安市の郷土博物館が開いたもので家族連れなど十五人が参加しました。参加者たちは始め東京湾の沿岸に棲息する海藻の種類や特徴について説明を受けた後浅瀬に生えている海藻を網や棒を使って集めました。東京湾には「ひら青海苔」や「江戸前海苔」で知られる「スサビ海苔」など十種類程の海藻が棲息しているということで子どもたちは海藻を手にとって親に見せたり匂いを嗅いだりしていました。参加者たちは博物館で海藻の標本作りにも挑戦し海藻を水で洗って厚紙にはりつけていました。参加した小学三年生の女の子は「いろいろな形や色の海藻を集めることができて楽しかった」と話していました。
　浦安市郷土博物館では来月には浅瀬の生き物の観察会も開く予定で東京湾に豊かな自然が残っていることを多くの人に知ってもらいたいと話しています。
※この原稿には読点が打ってありません。「文章の意味の構造」を考え、「意味の固まり」で読点を打ってみましょう。
